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～開校記念日特集～

仏教行事から紐解く駒澤大学
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～開校記念日特集～

仏教行事から紐解く駒澤大学



　開校130周年記念棟の建設は順調に進
み、来年12月には高層棟が完成します。
９階建て、一部４階建てで、最先端の
ＰＣ教場・多目的ホール等が入り、１
階は明るく広い食堂となります。この

高層棟の通称は「種
しゅ

月
げつ

館
かん

」と決まりました。隣の禅文化歴史
博物館には「耕雲館」という名があり、「耕雲種月」という
禅語からの命名です。「月に種

う

う」、月光を背に、額に汗して
懸命に種を蒔く姿、懸命に「行」をする修行僧の姿を表現す
る言葉であり、また、「雲を耕し月に種をまく」という禅の洒

しゃ

脱
だつ

さからのスケールの大きな言葉でもあり、類語に「釣
ちょう

月
げつ

」（月
を釣る）があります。
　駒澤大学の前身の前身である吉祥寺は、江戸城を造った太
田道灌が建てて約550年。ついで、徳川家康の江戸入城直後
の吉祥寺の中に学寮（のちの旃檀林）ができて424年。1882
年（明治15）、西麻布（今の六本木ヒルズ・テレビ朝日のところ）
に近代的な大学となって134年。駒沢に移転してきて103年に
なります。
　高層棟は建物の規模・機能からしても、「種月館」という
名からしても、また一つ、駒澤大学の歴史的「名所」「エピ
ソード」が増えたという思いで一杯です。すてきなローマ字
あるいはスマートなカタカナ文字がちりばめられた名称は今
後、各パーツに付けられていくものと思います。ご期待くだ
さい。ただ、４年生・３年生は、工事中の不便さの中での卒
業ということになりますが、母校が一層よくなるということ
に免じて理解をいただきたいと思います。卒業後に母校を訪
れていただき、食堂などもご利用願えれば幸いであります。
工事中の安全と美化には一層努めてまいりますので、ご寛容
のほどお願いいたします。

　この月のこの日が駒澤大学​の開校記
念日です。私はこの日を迎える度毎に、
駒大​の栄えある学統に浴することがで
きる己れの幸いを思い、先人たちが営々
と築き上げてきた行

あん

履
り

を想い起し、将
来駒大はどんなふうに発展していくのであろうかと、あれこ
れ想像をめぐらせるのです。この好機に皆さんも禅文化歴史
博物館で大学史の展示をご覧になり、駒大の来し方行く末に
想いを致し、駒大に学ぶご自身の立ち位置を確認されるよう
お勧めします。
　周知の通り、校歌でリフレーンされる「旃檀林」の学寮が
設置されたのは420余年も前のことですが、学生の数が増え
手狭まになったので、駒込の吉祥寺から麻布日ヶ窪（今日の
六本木ヒルズ辺）に移転したのが、明治15（1882）年10月15
日のことでした。校名も新たに「曹洞宗大学林専門本校」と
改め、この日が駒大の開校記念日となりました。それから数
えて今年は134年目を迎えることになります。大正２（1913）
年には現在の駒沢の地に移転するのですが、こちらもすでに
103年の月日が流れたことになります。
　伝統とは決して昔物語りなのではありません。駒大の伝統
はいつも駒大に学んでいる皆さんと共にあり、皆さん自身が
即
そっ

今
こん

当
とう

処
じょ

（いまここ）に創り出していくものといえます。永
平寺を開創された道元禅師は、「峯

みね

の色
いろ

谷
たに

の響
ひびき

も皆
みな

ながら、
吾
わ

が釈
しゃ

迦
か

牟
む

尼
に

の声
こえ

と姿
すがた

と」と詠まれました。四季折々の山の
景色が、谷川を流れる水の音が、2500年も前のお方のお姿と
して教えとしていただけるというのです。私たちも新たな駒
大の伝統を創出するべく、感性豊かに日々の大学生活を務め
なければいけないと存じます。珍重。

総長 池田　魯參 学長 廣瀬　良弘

感性豊かな大学生活を 駒澤大学の歴史の中での
130周年記念棟「種月館」

開校 記 念日によせて

『徒然草』最終段で
は「始まり」をめ
ぐる親子の問答が

紹介される。いかにして人は仏に成るの
かと子から尋ねられて、自分より先に仏
に成った者からの教えによって成るのだ
と答えたものの、それでは教え始めた第
一の仏はいかなる仏なのかと問われるに
及んで父親もいよいよ困りはて「空より
や降りけん。土よりや湧きけん」と言っ
て笑うしかなくなる。この好奇心旺盛な
８歳の子どもこそ、後の兼好法師その人

である。父親の回答には問題なしとはし
ないが、とかく「始まり」を語ることには
困難がつきまとう◆西洋哲学の始まりは
ギリシャ哲学であり、たいていの教科書
にはギリシャ哲学の始まりは万物の原理
を「水」だと喝破したミレトスのタレス
だと書いてある。「原理」にあたるギリシ
ャ語「アルケー」はそもそも「始まり」を
意味するのであるから、この哲学史観に
したがえば哲学は「始まり」をめぐる問
いから始まったことになる◆ここでタレ
スの「水」がなぜ哲学の始まりなのかを

理解するためには、そもそも「哲学する」
とは一体何なのかという根本的な問いを
避けて通ることはできない。「始まり」を
めぐる問いのボールを前へ投げても結局
それは跳ね返って自分の足元に戻ってく
る。かくして「始まり」を問うことは今・
ここでの現状を問い直すことにほかなら
ない◆今月15日は開校記念日である。そ
のような「始まり」に思いを馳せること
にもまた、その時々の「今」を見つめ直
す現在進行形の営みとしての意義がある
のだと言えよう。　
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名誉教授のプロフィール

経済学部
清水　卓先生

経済学部
友松　憲

よし

彦
ひこ

先生

総合教育研究部
落合　和昭先生

経済学部
瀬戸岡　紘先生

文学部
高田　知波先生

経済学部
谷敷　正光先生

総合教育研究部
松岡　晋先生

　名誉教授の称号は、学校教育法第106条、駒澤大
学学則第51条及び駒澤大学法科大学院学則第14条第
４項に基づき、教育または学術上、特に功労のあっ
た先生に授与されます。
　各学部の教授会の推薦により名誉教授審議委員会
にて審議され、今年度は、７月７日（木）に授与式
が行われました。

　清水先生は、1982年の着任以来、
34年にわたって経済学部でご活躍に
なりました。大学運営においては、90
年代のカリキュラム改革の先頭に立
ち、さらに経済学部長職、教務部長
職を歴任され、本学の発展にご尽力
いただきました。ご研究は、フランス
農業論を中核にイタリアや東欧を含
む欧州全域に及びます。物事に真摯
に立ち向かう厳しさの反面、人懐こ

さを湛えるお人柄でみんなに慕われてきました。ますます
のご活躍をお祈りいたします。

（経済学部教授　溝手　芳計）

　友松先生は1971年、本学北海道教
養部に着任され、以後28年間にわた
り岩見沢キャンパスで教鞭をとられ
ました。1999年には本校の経済学部
へ異動され、西洋経済史を担当され
ました。大学院経済学研究科委員長
その他の要職を歴任される一方、研
究面では『近代イギリス労働者と食
品流通』、『近代イギリスの日用品流
通』などの大著を上梓されました。

消費・流通の実態に着目した先生の研究は、学界でも高
い評価を得ています。

（経済学部教授　渡邉　恵一）

　落合和昭先生は昭和49年４月に当
時の外国語部に迎えられ、研究対象
は主にテネシー・ウィリアムズで、論
文も毎年のように書かれていました。
その人柄はいつも穏やかでしたが、
その一方で是々非々をはっきり表明
され、何でも唯々諾々と受け入れると
いう方ではありませんでした。私は自
分が不安になると時々先生の研究室
のドアをノックしましたが、いつもニ

コッとして受け入れていただきました。あの笑顔が忘れら
れません。お元気で！

（総合教育研究部教授　林　明人）

　瀬戸岡紘先生は1977年に駒澤大学
経済学部にご着任されました。アメ
リカ経済論を担当され、経済学部の
ブランドともいえる各国経済論分野
の重要な一角を担ってこられました。
　大学外への情報発信にも積極的に
関わってこられました。ご専門のア
メリカ経済論に加えて、先生が語る
市民生活論、文化論に多くの学生や
市民の方々が魅了されました。退職

後の先生はますますご多忙のご様子です。今後の変わら
ぬご活躍を祈念いたします。

（経済学部教授　姉歯　曉）

　高田知波先生は、昭和62年に本学
に着任され、29年の長きにわたって
奉職されました。ご専門は日本近現
代文学。樋口一葉ら明治文学の研究
者として著名だが、夏目漱石や太宰
治らの〈名作〉の再検討や、名前を
めぐるジェンダーバイアスを浮き彫
りにしたユニークな論考もあります。
それらは、『姓と性』（やまなし文学
賞受賞）などのご著書を通して知る

ことができます。実証と読みとを融合させた刺激的な論
に魅了された人は多いのではないでしょうか。

（文学部教授　岡田　豊）

　谷敷先生は、本学出身の生え抜き
助手として採用されて以来、経済学
部の歴史を作り出してきたレジェン
ドです。先生は教員の育成に力を注
いできました。特に関東近辺の中・
高に薫陶を受けた教員が多く、教頭、
校長を多数輩出しています。先生の
教員養成過程では何より礼儀作法が
重視され、谷敷ゼミの学生は背筋を
伸ばし見事な一礼をするので、すぐ

に一員であることが分かります。礼儀と人格重視の教育
こそが先生の遺産であり、駒澤出身教員の高い評判を生
み出してきたのです。 （経済学部教授　荒木　勝啓）

　松岡先生は、1983年からの長きに
わたり、駒澤のドイツ語教室運営に
力を注がれてきました。19世紀ドイ
ツがご専門の歴史家であられる一方、
オーストリアの作家ネストロイの研
究者でもあり、文学と歴史を豊かに
橋渡しするアプローチが印象的です。
その守備範囲の広さは、他学部への
出講として社会思想史の授業を担当
されていたことにも表れています。

飾らないお人柄で、言葉でよりは背中でもって、多くのこ
とをご教示いただきました。

（総合教育研究部講師　吉中　俊貴）

（2016.10.15）



Q 　　　どんな法要があるの？
　左下の表にあるように、駒澤大学では定められた法要が営まれ
ています。お釈迦様、達

だ る ま だ い し

磨大師、曹洞宗の両祖に関わる法要や、月
初めに行う祝

しゅくとうほうよう

祷法要などがあります。それぞれに目的や意味があ
り、法要ごとに読むお経や荘

しょうごん

厳（飾りつけ）が異なります。　
  法要に参加することで、それまでの駒澤大学での日常とは異なる
新しい気づきになるかもしれません。

　　　どこに行けばいいの？
　法要は中央講堂で行います。教務部があ
る「本部棟」を大学正門側の入り口から入
り、２階から階段を上ってください。

　　　「法要」って何ですか？
　法要とは、「仏さまの教えを知る」ことを意味します。現代で
はそこから転じて、「読経を伴う仏教儀礼」を指します。駒澤大
学でも、定められた日に学生や教職員が参加して読経礼拝を行
い、仏さまへの祈りを捧げています。

　　　なぜ大学で法要を行うの？
　本学は仏教の教えと禅の精神を建学の理念としています。そし
て、創立の礎となった曹洞宗の教えに基づいて、法要などの仏教
行事が行われることになりました。これらの本学の特色を生かして、
学業成就やすべての人々の安寧を祈り、法要を営むことが、建学
の理念を表現する駒澤大学の姿であるといえます。本学の法要の
あとには、総長先生や各学部の先生方によるお話を聞くことができ
ます。

４月１日（金） 祝祷法要
４月７日（木） 釈尊降誕会法要
４月14日（木） 祝祷音楽法要と文化講演
５月２日（月） 祝祷法要
５月12日（木） 祝祷音楽法要と文化講演
６月１日（水） 祝祷法要
６月15日（水） 祝祷音楽法要と文化講演
７月１日（金） 祝祷法要
７月14日（木） 祝祷音楽法要と文化講演
９月29日（木） 両祖忌法要
10月３日（月） 祝祷法要
10月５日（水） 達磨忌法要
10月13日（木） 祝祷音楽法要と文化講演
11月２日（水） 祝祷法要
11月15日（火） 祝祷音楽法要と文化講演
11月21日（月） 太祖降誕会法要
12月１日（木） 祝祷法要
12月８日（木） 成道会法要と記念講演
１月６日（金） 祝祷法要
１月26日（木） 高祖降誕会法要
２月１日（水） 祝祷法要
２月15日（水） 涅槃会法要
３月１日（水） 祝祷法要
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祝
しゅく

祷
とう

法
ほう

要
よう

 （８月・９月を除く毎月の月はじめ）
月のはじめにあたり、世界の平和と学生の身心堅固、学業成就を祈念します。

釈
しゃく

尊
そん

降
ごう

誕
たん

会
え

法要 （４月８日）
釈尊の誕生を祝う日で、一般にも「花まつり」として親しまれている行事です。

両
りょう

祖
そ

忌
き

法要（９月29日）
道元禅師と瑩山禅師は、奇

く

しくも同じ日に亡くなられました。 
そのお二人を供養する法要です。

達
だ

磨
るま

忌
き

法要（10月５日）
禅の教えをインドから中国へ伝えられた釈尊から28代目の達磨大師が亡くなられた日で、　　　
報恩供養の法要を営みます。

太
たい

祖
そ

降
ごう

誕
たん

会
え

法要 （11月21日）
大本山總持寺の御開山太祖瑩山禅師が誕生された日を祝して記念の法要を営みます。

成
じょう

道
どう

会
え

法要（12月８日）
釈尊が悟りを開かれた日を記念して法要を営みます。夕刻からは学外からお招きした 
講師による「記念講演」が催されます。

高
こう

祖
そ

降
ごう

誕
たん

会
え

法要 （１月26日）
大本山永平寺の御開山高祖道元禅師が誕生された日を祝して記念の法要を営みます。

涅
ね

槃
はん

会
え

法要（２月15日）
釈尊が亡くなられた日です。大涅槃図をかかげて、釈尊の偉大な人格を敬慕して法要を営みます。

祝祷音楽法要と文化講演 （４月～７月、10月、11月の15日前後）
心静かにお互いの幸福を祈って、合唱団による音楽を取り入れた法要と講演を行います。

※祝祷音楽法要と文化講演は、仏教学部を中心とする「仏教行事運営委員会」が運営しています。
※土日・祝祭日や行事・式典等と重なった場合は、日にちが変更となります。
※学生手帳や大学カレンダーにも、法要の日にちが記載されています。

今年度の法要日程一覧
駒澤大学では９種類の法要があります。この他にも
随時法要を営むことがあり、今年度は年間で 23回
執り行われる予定です。

法要の種類を知ろう!
し くと

法

？
は定められた法た法要が要が営営まれ

開

　本年10月15日（土）は駒澤大学の134回目の開校記念日です。これは本学が、1882（明治15年）10月15日に曹洞宗大学林専門
学本校として開校したことに由来します。
　今号では、キャンパスで日頃行っている仏教行事の「法要」を紐解きます。皆さんは、法要がいつ、どこで、どのような願いを込めて営
まれているかご存知ですか？もしかしたら、参加しにくいと感じていたり、自分とは関係のないものだと思っている方もいるかもしれま
せん。これを読めば、法要が皆さん一人ひとりにとって身近で、誰でも参加できるものだと知ることができるでしょう 。縁があって駒澤
大学で大学生活を送るのですから、大らかな気持ちで心静かに手を合わせる時間を作ってみませんか？

Q
Q

Q
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●
駒
澤
大
学
の
あ
ゆ
み

入学式のとき、見よう見まねでやってみた人もいるのではないでしょうか。そんなに難しいものではありませんが、肘の
高さや腰をかがめる角度などを知っておくと、所作も美しくなります。

　相手に尊敬の念をあらわす作法で
す。両手のひらを合わせてしっかりと指を
そろえます。指の先を鼻の高さにそろえ、
鼻から約10センチ離します。ひじを軽く張
り、肩の力は抜くようにします。

　お経を読むことを読経と言います。お経本は
両手で持ち、目の高さまで持ち上げます。親指
と小指を内側にし、残り３本の指で外側を持ち
ます。ページをめくるときは、親指を使います。

　仏さまを拝む作法です。合掌をした状
態で、腰から体を曲げて身をかがめます。
法要中に三度の礼拝、「三拝（さんぱ
い）」を行います。

　仏教の三つの宝である仏（覚者）法（教え）僧（修行者）に感謝し、その
功徳を全てに向けるため、お経を読み終わり、回向文が読み上げられた後
に、以下の偈

げ

文
もん

をお唱えします。
十方三世一切仏（じーほーさんしーいーしーふー）
諸尊菩薩摩訶薩（しーそんぶーさーもーこーさー）
摩訶般若波羅蜜（もーこーほーじゃーほーろーみー）

　「祝祷音楽法要と文化講演」は、「仏教の教義、並びに曹洞宗立宗の精神」を
建学の理念とする本学の仏教教育の一環として、授業期間中の原則として毎月
15日の昼休みに行われています。運営の主体になっているのが、1980年、故光地
英学名誉教授の偉大なる発願によって組織された仏教行事運営委員会です。以
来、歴代仏教学部長が委員長となり、教職員・大学院生のご協力とご支援もあっ
て、今日まで途切れることなく継続する本学ならではの行事として認知されるまで
にいたりました。前半の音楽法要は、合唱団による聖歌の中、総長先生を導師に厳
かな法要が営まれます。後半の文化講演では、
各学部等から推薦された先生方による短いなが
らも凝縮された魅惑的なお話が展開されます。ま
た、毎年12月には釈尊の成道を記念しての講演
会を催し、その内容は前記の文化講演とともに、
２年に一度『祝祷文化講演集』として刊行してい
ますので一読してみてください。

音楽と講演のある「祝祷音楽法要と文化講演」

 学生の声 人文科学研究科仏教学専攻修士 2年

 秦　慧州
　毎月1回行われる祝祷音楽法要では受付や法要の
お手伝いをしています。初めて参加したとき、法要
の冒頭で合唱団が歌う賛美歌にはとても驚きを感じ
ました。お寺生まれの私にとって、仏教行事ではお
経を唱えることが一般的だったからです。それは普
段の読経とは異なり、厳かな雰囲気の中にも温かみ
のある法要であり、駒澤大学ならではの行事だと思
います。また、法要後に行われる文化講演では、様々
な学部の先生方のお話を聞けます。特に、普段接す
ることが少ない他学部の分野について学べる貴重な
機会です。30分という短い時間の中でも充実した
祝祷音楽法要は誰でも参加できる行事なので、是非
多くの方に参加してもらえたらと思います。

一、合掌（がっしょう） 三、読経（どきょう）

二、礼拝（らいはい）
四、略三宝（りゃくさんぼう）

１
５
９
２

文
禄
元

江
戸
駿
河
台
吉
祥
寺
に
「
学
林
」
設
立
。

１
６
５
７

明
暦
3

吉
祥
寺
、
駒
込
に
移
転
。

中
国
の
名
僧
・
陳
道
栄
が
「
旃
檀
林
」
と
命
名
。

１
８
７
５

明
治
8
「
曹
洞
宗
専
門
学
本
校
」
を
青
松
寺
獅
子
窟
学
寮
内

に
開
校
。

１
８
７
６

明
治
9
「
曹
洞
宗
専
門
学
本
校
」
を
駒
込
吉
祥
寺
に
移
し
て

「
旃
檀
林
」
と
合
併
。

１
８
８
２

明
治
15

 

麻
布
北
日
ヶ
窪
に
校
舎
を
新
築
し
て
移
転
。

10
月
15
日
に
校
名
を
「
曹
洞
宗
大
学
林
専
門
学
本

校
」
と
す
る
。

１
９
０
４

明
治
37

専
門
学
校
令
に
よ
る
大
学
と
し
て
認
可
。

１
９
０
５

明
治
38

校
名
を
「
曹
洞
宗
大
学
」
と
改
称
。

１
９
１
３

大
正
2

大
学
を
現
在
の
駒
沢
（
旧
東
京
府
荏
原
郡
駒
澤
村
）

の
地
に
移
転
。

１
９
２
５

大
正
14

大
学
令
に
よ
る
大
学
と
し
て
認
可
。

校
名
を
「
駒
澤
大
学
」
と
改
称
。

１
９
４
９

昭
和
24

学
制
改
革
に
よ
り
新
制
大
学
に
移
行
。

仏
教
学
部
、
文
学
部
、
商
経
学
部
の
３
学
部
９
学

科
で
再
ス
タ
ー
ト
。

１
９
５
０

昭
和
25

駒
澤
短
期
大
学
仏
教
科
第
2
部
を
開
設
。

１
９
５
１

昭
和
26

学
校
法
人
駒
澤
大
学
に
組
織
変
更
。

１
９
５
２

昭
和
27

商
経
学
部
に
第
2
部
を
増
設
、
大
学
院
人
文
科
学

研
究
科
を
開
設
。

１
９
６
２

昭
和
37

駒
澤
短
期
大
学
に
国
文
科
・
英
文
科
を
増
設
。

１
９
６
４

昭
和
39

法
学
部
を
開
設
。

１
９
６
５

昭
和
40

商
経
学
部
第
1
部
・
第
2
部
を
経
済
学
部
第
1
部
・

第
2
部
に
名
称
変
更
し
、
経
済
学
科
・
商
学
科
を

増
設
。

１
９
６
６

昭
和
41

文
学
部
に
地
理
学
科
・
歴
史
学
科
を
増
設
。

１
９
６
７

昭
和
42

 

駒
澤
短
期
大
学
に
放
射
線
科
を
増
設
。

１
９
６
９

昭
和
44

経
営
学
部
を
開
設
。

１
９
７
１

昭
和
46

法
学
部
と
経
営
学
部
に
第
2
部
を
開
設
。

１
９
７
２

昭
和
47

 

法
学
部
に
政
治
学
科
を
増
設
。

１
９
８
２

昭
和
57

駒
澤
大
学
開
校
100
周
年
を
迎
え
る
。

１
９
９
２

平
成
4
「
学
林
」
設
立
以
来
400
年
を
迎
え
る
。

１
９
９
８

平
成
10

 

文
学
部
に
心
理
学
科
を
増
設
。

２
０
０
０

平
成
12

経
済
学
部
、
法
学
部
で
昼
夜
開
講
制
実
施
。

２
０
０
２

平
成
14

駒
澤
大
学
開
校
120
周
年
を
迎
え
る
。

経
営
学
部
で
昼
夜
開
講
制
実
施
。

２
０
０
３

平
成
15

医
療
健
康
科
学
部 

診
療
放
射
線
技
術
科
学
科
を
開

設
。

２
０
０
４

平
成
16

大
学
院
法
曹
養
成
研
究
科（
法
科
大
学
院
）を
開
設
。

２
０
０
６

平
成
18

 

グ
ロ
ー
バ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
部

グ
ロ
ー
バ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
学
科
を
開
設
。

２
０
０
７

平
成
19

経
済
学
部
に
現
代
応
用
経
済
学
科
を
増
設
。

大
学
院
に
医
療
健
康
科
学
研
究
科
を
開
設
。

２
０
０
８

平
成
20

経
営
学
部
に
市
場
戦
略
学
科
を
増
設
。

２
０
１
２

平
成
24

駒
澤
大
学
開
校
130
周
年
を
迎
え
る
。

２
０
１
３

平
成
25

大
学
院
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
を
開
設
。

２
０
１
６

平
成
28

開
校
130
周
年
記
念
棟
「
種
月
館
」
建
設
中
。

法要の基本作法

仏教行事運営委員会　仏教学部教授　奥野　光賢

※講演集は本学図書館に配架されています。また多少予備がありますので、配布を希望される方は仏教学部事務室にお問い合わせください。
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経営学部中村ゼミ 奥沢メキシコ・フィエスタで
ワークショップ開催

GMS学部が（株）くるりと
共同で授業を実施

経営学部青木ゼミが
協賛企業賞を受賞

経営学部３ゼミが「人を大切
にする経営学会」で発表

経済学部長山ゼミが静岡県
浜松市で研究成果を発表

　中村公一ゼミは、製品から企業レ
ベルまでの競争戦略という「生きた
経営」の考察や、新しいビジネスプ
ランの策定など経営戦略・マーケテ
ィングを軸として研究をしており、
７月末に世田谷区奥沢駅周辺で行わ
れた「第２回奥沢メキシコ・フィエ
スタ2016」でイベントの企画・運営

　グローバル・メディア・スタディーズ（GMS）学部が、株
式会社くるりの営業部長近藤千草氏を招き、和装を若年層
に広めるプロジェクトとして、「GMS和装デー」や「プロジ
ェクト型アクティブラーニング」を実施しました。
　和装デーでは、キャンパス内に七夕飾りを設置し、シャ
ボン玉で涼をとるなどの催しをするとともに、授業を和装
で受講することを推奨しました。アクティブラーニングで
は「新入生セミナー」の約60
人の学生が、若者が和装を
着るようになる方法をプレ
ゼン大会で提案し、４件が
表彰されました。

　経営学部青木茂樹ゼミの学生５人が、「第８回 販促会議
企画コンペティション」（株式会社宣伝会議主催）に出場し、
プロの広告代理業者が多数
参加する中、協賛企業賞を
受賞しました。
　「思わず、カルビーポテト
チップスを手に取りたくな
るような店頭で実現できる
アイデア」という課題に対し、「ショルチ」（ショルダーポテ
トチップス）というアイデアを提案しました。これは、袋
に動物をデザインした肩掛け紐を付属させることで子ども
の興味を引き、保護者の荷物も減らすというものです。

　経営学部の渡辺伊津子教授を大会実行委員長として開催
された「人を大切にする経営学会 第３回全国大会」の自由
論題第３分科会で、経営学部の渡辺伊津子ゼミ、小野瀬拡
ゼミ、中村公一ゼミの学生が口頭発表しました。
　渡辺ゼミは「協働からみる人を大切にする経営管理」、小
野瀬ゼミは「留学生が見た面白い会社」、中村ゼミは「地域

に人の楽しさを提供する小規模
フェスティバルのマネジメント
－奥沢メキシコ・フィエスタの
企画を通じて－」という三者三
様のユニークな報告で、活発な
質疑応答が交わされました。

　経済学部長山宗広ゼミの学生約40人が静岡県浜松市天竜
区春野町を訪れ、中山間地の会社経営者の方から話を聞い
たり、現場を訪問する学習会を行い、その成果を「第１回 
春野カフェ」（NPO法人楽舎 主催）で発表しました。
　春野カフェとは、春野の人と暮らしの魅力を発信するた
めのトークイベントで、「里山の可能性見つけた」と題し、
学生が「森林とバイオマス」・「山里の起業」・「地域コミュニ
ティ」をテーマに研究発
表を行いました。また、
長山教授や浜松市の担当
者の方が中山間地の課題
を講義しました。

と、小学生向けワークショップを行い
ました。ワークショップではメキシコ
の伝統的な帽子である「ソンブレロ」を
作ったのですが、工作する「娯楽（エン
ターテイメント）」に経営学を学ぶ「教
育（エデュケーション）」という要素を
含めた、「エデュテイメント」がテーマ
でした。モノが実際に企画されてから
どのようにして販売されていくのか、
また「誰に」・「どのように工夫して」作
成したのかを用意したポスターなどを
もとに考えてもらいました。
　今回、商店会の方と共に地域連携事
業を行うことで、学んだ理論が実際の

現場でどれほど活用できるかという、
ゼミ活動のアウトプットができたと考
えています。さらに８月末に行われた

「人を大切にする経営学会」では活動報
告を行い、沢山の方から客観的なフィ
ードバックをいただくこともできまし
た。このようにPDCAサイクルの過程
をとったことで、これからのゼミ活動
へとつながる非常に貴重な体験となり
ました。

岡田　浩太経営学部経営学科３年

（2016.10.15）
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国際交流体験レポート

アメリカ
アーカンソー工芸大学
（アーカンソー州）
カリフォルニア大学
アーバイン校
（カリフォルニア州）
カリフォルニア州立大学
ロサンゼルス校
（カリフォルニア州）

カナダ
ブリティッシュ・
コロンビア大学
（ブリティッシュ・コロンビア州）

イギリス
エクセター大学
（デボン州）

フランス
エクス・マルセイユ大学
（プロヴァンス地方）

オーストラリア
クィーンズランド大学
（クィーンズランド州）
グリフィス大学
（クィーンズランド州）

中国
北京大学（北京市）
華東師範大学（上海市）

韓国
東国大学校（ソウル市）

台湾
淡江大学（新北市）
義守大学（高雄市）

本学では９つの国・地域の
14大学と協定を結んでいます。

スペイン
アルカラ大学（マドリード州）

　留学生活は、毎日が刺激的で一言では言い表せません。寮生活では、共同キッチ
ンで多国籍な留学生と自分の専門科目や日本に関する話をし、大学でも先生や学生に
助けてもらいながら授業や試験に臨むことができました。また日本各地から集まった留
学生は、慣れない海外の大学生活でも、語学だけでなく文化などを学ぶことに常に貪
欲で、話をしていると刺激をもらうことができ、良きライバルたちにも出会えました。
大学の授業は非常に難しかったのですが、自分のできることをコツコツと、日々の予習・
復習や課題も余裕を持って始めて毎日机に向かい、レポートを完成させ、プレゼンの
練習をしたことは、日本で忘れかけていた勉強への姿勢を思い出しました。
　正直なところ、日本に比べると何もかもマニュアル通りに進まず、何度壁にぶつかっ
たか分かりません。しかし、それは自分のアプローチ次第で変わることも多いというこ
とです。何度失敗しても挑戦し続けることで上手くいったこともありました。フランスで
は日本よりも上手くいかないことは多かった
ですが、その分人対人の関係がすごく大事
なのではないかなと思います。良い事も悪
い事も沢山経験しましたが、フランスに来
なければ良かったと思うことが一度もな
かったことは、留学生活が有意義だったこ
との証だと思っています。これからも何ら
かの形で勉強し続けようと思います。

　日本とは比べものにならないくらいの強
い日差し。雲一つない青空。心地よい少し
ひんやりした空気に迎えられたアメリカで
の生活はとてつもなく刺激的でした。普段
何気なくしている買い物でさえ勝手が違う
ため、最初はドキドキでしたが、なんとか
できた時の安心感と充実感は計り知れませ
ん。右も左もわからなかったので慣れるま
での数日は戸惑ってばかりでつらいことも
ありましたが、仲間のサポートもあり楽し
く過ごすことができました。また、現地の
人たちとの交流は本当に素晴らしいものでした。すれ違う人たちとの挨拶、ちょっとし
た会話。みんな陽気でユーモアに溢れていたので、人と会うたびに元気になれました。
　この語学セミナーで学んだことは、何かを伝えたいと思ったらとにかく口に出してみ
て、伝わらなくてもめげずにどんどん話してみることです。向こうの人たちも私たちの
言っていることを理解しようとしてくれるので、単語を変えてみたり、似ていることを
言うと伝えることができましたが、今以上の英語力と母国のことをもっと知ることが必
要だと感じました。いろいろな人たちと話すうえで、自国と他国の違いを話す機会が
多かったので幅広く日本を知るべきだと思いました。帰国した今、一層いろいろなも
のに触れて日本を海外に紹介できるようになりたいです。

■ ボランティア学生の募集
　本学協定校のオーストラリア・クィーンズ
ランド大学の学生14人が日本語・日本文化
を学ぶため、11月25日（金）～12月18日（日）
の間、駒澤大学にて研修を行います。研修
期間中、留学生の学習・生活を支援し、彼ら
と交流を持ってみませんか？興味のある学
生はぜひ募集説明会へご参加ください。英
語力は特に必要ありません。

※詳細については国際センター事務室に
　お問い合わせください。

TEL（03）3702-9732

日　時

場　所

10月19日（水）
12時15分～12時50分

1号館203教場

▼ 募集説明会

国際センターより
お知らせ
クィーンズランド大学・
来日プログラム

フランス　エクス・マルセイユ大学　
 交換留学

文学部歴史学科外国史学専攻 4 年
髙橋　恭子

アメリカ　カリフォルニア大学アーバイン校　
 短期語学セミナー

法学部法律学科フレックスB 2 年

前列左から4人目が髙橋さん

一番右が髙橋さん

髙橋　晶子



日本全国、
世界からも学生が集う駒大。
故郷のいろんなことを

アピールしていただきます。 　私の出身地である鹿児島県は九州南部
にあり、面積は、全国10位。２つの半島と
複数の離島で成り立っています。山と海に
囲まれた自然豊かな土地には、火山もあ
り、多くの方がご存知の桜島が代表格です。
噴火は日常茶飯事になっているので、驚く
ことはありません。天気予報で火山灰の「降
灰予報」が出されるのも特徴かもしれませ
ん。また、605の島があり、その１つは世

界自然遺産の屋久島です。
　鹿児島といえば「これ！」という食べ物
はたくさんありますが、中でも100を超え
る種類の焼酎があり、消費量は日本一。
そして、特産物には、食品の中でも珍し
く「黒」とつくものがあり、『黒豚』や『黒砂
糖』が有名です。黒豚のトンカツは地元
に帰ると必ず食べたくなるくらいめちゃ
くちゃ美味しいですよ。

第  1  回

お国自慢

今回のお国自慢

鹿児島県

法学部法律学科
フレックスA ２年

中村 日菜子
出身高校：
鹿児島城西高等学校

写真提供：いおワールドかごしま水族館

食べ物

観光地

スイーツ
『きびなごの刺身』

『いおワールドかごしま水族館』

『スイートポテト』

〈鹿児島県〉ってこんなところ

【おやっとさあ】

中村さんのお
すすめ

これぞ鹿児島
弁!

とても美味しく、刺身だけど
酢味噌で食べると絶品です！

仕事を終えた人や遠くからやって来た人に対し、その労をねぎらう言葉。

小学生の頃、ジンベイザメとイルカを見に水
族館に行ったのですが、白いものが光るような
トンネルの水槽が印象的でした。鹿児島の錦
江湾などに生息する魚や黒潮に乗って生息す
る魚を見ることができます。

薩摩の国の「さつまい
も」は有名ですから。

 意味：お疲れ様

　法学部金子ゼミは、３年生24人、４年生24人が所属し
ています。普段は「歩く行政法」をテーマに３つのグルー
プに分かれ、それぞれが、「高齢者虐待防止法違反国家賠
償請求事件」や「入学不許可処分取消等請求事件」などの行
政法に関する事件の判例を研究しています。研究した課
題は、１．レジュメを基に事件の概要の説明・解説　２．
前回の質問に対する回答や補足資料の説明　３．私見の
発表・討論といった順序で発表を行い、特に私見につい
ては全員が自分の意見を持ち討論することができること
を目標としています。
  当ゼミのテーマである「歩く行政法」とは、疑問に思うこ
とがあったとき、教科書やインターネットなどを調べて
終わりとするのではなく、実際に自らの体を使って取材
しに行こう！というものです。その一環として当ゼミで
は研究対象の事件についての理解を深めるために、訴訟
に関係のある省庁・企業・弁護士等に対してインタビュ
ーを行っています。
  インタビューを行うことで授業で聞いたりインターネッ
トや資料を読んで調べただけでは分からない法律上の課
題や最新の情報を知ることができ、今までと違った新し

い視点を得ることができます。　
　今年度の夏合宿では判例ではなく「地震と法律問題」、

「空き家問題」、「待機児童の問題」といった現在行政が直
面している問題について実際に関係機関にインタビュー
してまとめた資料を発表し解決策を討論しました。
　このように判例だけでなく今起きている問題について
広い視野で受け身ではない積極的な研究ができることが
金子ゼミの大きな魅力と感じています。

法学部法律学科フレックスＡ 3年　武原　佳宏

私のゼミMy Seminar 法学部　金子　昇平 ゼミvol.140

（2016.10.15）



仏教行事について仏教行事について

仏教学部教授　松田　陽志 総合教育研究部教授　矢野　秀武

　人の誕生日を祝うときには、その人に対して抱いている
「親しみ」が基点となるはずである。「親しみ」とはその人と
のつながり（縁）を大切に思い、その人の存在に対して感謝
したいという思いである。
　11月21日は、曹洞宗で開祖・道元禅師から四世代目の瑩
山紹瑾禅師（1264 ～ 1325）の誕生日である。この日（旧暦・
10月８日）を生誕の日と伝える記録は、江戸期寛文年間（1661
～ 1673）以降であり、この日に太祖降誕会という法要を教団
として行うようになったのは、太陽暦に換算した明治33年
からである。また誕生年を文永元年（1264）とするのは、こ
の数十年の歴史資料の分析を通じてである。教団は、太祖
と仰ぎそのつながりの上にあることを確認してきた。
　教団の存続と発展を願い、總持寺や永光寺を中心にして
多くの門徒を後世につなげた瑩山禅師に対し、忌日に恩徳

に報いんとする供養の法会
は古くから行われてきた
が、明治期以後、本学でも
行われる太祖降誕会は、道
元禅師の教えを嗣続せんと
する人々にとって、瑩山禅
師とのつながりの上に今在
ることを意識し、その感謝
の思いにより行われる。
　身近な人の誕生日を祝い
ながら、心ひそかに念ずる

「いてくれてありがとう」と
いう思いである。

　12月８日。日本の仏
教諸宗派では、この日
を釈尊が悟りを開いた
日として祝い、儀礼を
行う。この行事を成

じょう

道
どう

会
え

と呼ぶ。
　日本では、釈尊の生
誕を祝う降誕会もしく
は灌仏会、入滅の日の
行事である涅槃会の行
事をそれぞれ異なる日に行うが、スリランカやミャンマー、
タイ、ラオス、カンボジアを中心に広まる上座仏教では、
降誕・成道・涅槃の出来事が奇しくも同じ日（現在では５月
中旬の満月の日）であったとされ、併せて盛大な祭が営まれ
る。その祭をヴェーサーカ祭（スリランカではウェサック、
タイではウィサーカなどと発音する）と呼んでいる。
　13世紀に成立したタイ族初の王朝であるスコータイ王朝
では、ヴェーサーカ祭を三日三晩にわたって盛大に執り行
っていたと言われている。現代のタイでは、三日三晩の祝
祭とまではいかないが、ヴェーサーカの日は休日となり、
人々は寺院を詣でる。
　また1999年には、「国連ウェーサク日」が国連で承認され、
ヴェーサーカ祭は、世界中の仏教徒が祝う重要な日となっ
ている。
　成道会とヴェーサーカ祭。祝う日や行事の意味は異なる
が、釈尊の悟りを世界史的出来事ととらえ、12月８日を迎
えてみてはいかがだろう。

太祖降誕会 成道会

COLUMN Vol.6
在外研究 ヨーロッパにおけるユース育成

岩本　哲也総合教育研究部講師

　

　昨年度、ヨーロッパの
プロサッカークラブであ
るNAC Breda U-17（ オ
ラ ン ダ ）、Norwich City 
Football Club U-18（イン
グランド）、A.C. Cesena 

U-19（イタリア）の３クラブに、若年世代の選手育成に関
する調査・研究を行う機会を得た。
　NAC Bredaは、４－３－３のフォーメーションをベー
スとしたテクニカルで攻撃的なスタイル。Norwich City 
Football Clubでは、イングランド特有の縦に速く、ボー
ルをめぐる身体のぶつかり合いを厭わない闘争心溢れた
スタイル。A.C. Cesenaは攻撃と守備の両面のバランスを
大切にしたスタイルと、各国、各チームで独自のスタイ
ルがあり、トレーニング内容はそれに合わせたオーガナ

イズがされており、より実践をイメージしたものだった。
しかし、全てのチームに標準装備されていたのは、「メン
タルの強さ」である。ゲームでは勿論だが、トレーニング
から勝負へこだわり、練習だからといって一切妥協する
ことなく勝敗に強いこだわりを見せる。
　メンタル的な部分は、なかなか具体的に数値化される
ものではないが、だからこそ「勝つ」という事への日々の
トレーニングでの「行動」の積み重ねが大切だ。技術や戦
術、フィジカル的な部分等も重要なファクターではある
が、サッカーとは人間対人間の戦いであり、時として「メ
ンタリティー」が技術や戦術を超えた「強さ」を生む一つの
要因になると感じた。
　このような貴重な経験と研究ができたことに感謝し、
今後の研究活動等に生かしていきたい。

（2016.10.15）



研究こぼれ話

仏教学と
「無知の知」

遠藤　司松本　史朗
　『ソクラテスの弁明』という書物に
よると、ソクラテスは「私が知らない
ことを、私は知っていると思わない」と述べたとされ、こ
のような考え方は「無知の知」と呼ばれるらしい。それとは
無関係かもしれないが、最近の私は仏教について知らな
いことが多すぎると考えるようになった。仏教を学び始め
て半世紀近くなるというのに、私は仏教学の多くの分野の
ほんの一部分に触れただけに過ぎない。私が一応専門と
しているインド仏教についても、そこには原始仏教聖典、
部派仏教のアビダルマ論書、大乗経典、中観・唯識・如
来蔵・論理学の哲学論書というような膨大かつ難解な文
献群が存在し、その全てを読破するということは、もちろ
ん、私にはできなかった。
　しかし、これらの文献群を全て読解しているかのように
も見える偉大な仏教学者が存在する。ハンブルグ大学の
シュミットハウゼン名誉教授がその人であり、その驚異の
語学力と文献読解の精密さには、ただ驚嘆する他ない。
唯識に関する教授の学説の一部に私が異議を唱えたとこ
ろ、教授は最近出版された大著で、私の見解を詳細かつ
徹底的に批判された。大変名誉なことだと思っている。
何年か前に東京でお会いしたとき、私は唯識については
素人ですと述べたところ、唯識研究の世界的権威であり
ながら、教授はすぐにWho isn’t?と答えられた。これは
素人でない人などいないという意味であろう。私は、そこ
に「無知の知」と同じ考え方が示されていると思い、深い
感銘を受けた。確かに、自らの無知を自覚しなければ、知
を求めて学ぶということもあり得ないであろう。

障害の重い
子どもに学ぶ

　障害の重い方々と教育的関わりの
実践を積み重ねることにより、私は
今までに多くのことを学ばせていただいた。はじめは、
ほんの少し身体を動かすことや、物を見ること自体を課
題としていた方々が、次第に物同士の関係や、文字や数
字などの記号・概念の世界に入り、ついには、自分の考
えや思いを言葉で表現するようになる姿を見てきた。
　言葉を獲得するに至る過程は多様であり、それぞれの
人の出す言葉も多様である。特に、初めての言葉に個性
が滲み出る場合が多い。ある人は、「うきうき」と、ある
人は、「たのし（たのしい）」と、またある人は「つかれた」
と出した。必ずしも自由には動かない体を懸命に動かし、
文字を書いたり50音表の中の文字を指したりしながら、
その人らしい言葉を出す姿を見ることができた時、私は
大きな喜びを感じた。「伝えたい」ということこそが、人
間が言葉をもつことの１つの重要な意味であることを改
めて学ぶことができた。
　人間が言葉をもつことの意味は何か、「伝える・伝えら
れる」ことはいかにして成立するのか、40年以上言葉を出
すことなく世界を生きていた人にとっての言葉の意味は
何なのか。彼らがこの世に生を受け、家族の方々ととも
に懸命に生き、私との関わりの機会に誠実に取り組んで
くれたからこそ、学び、考え、探求することができたテ
ーマである。私にとって、このことの意味は重く深い。
今後も、障害の重い方々との関わりを積み重ねることに
より学びを深め、彼らの生が豊かになることにほんの少
しでも貢献できれば幸いである。

仏教学部教授 総合教育研究部教授

　本学卒業生で卓球部前監督（2007 ～ 2010年度）の富岡
成一さん（1967年 経済学部卒業）が、９月にブラジルで
開催された「リオ2016パラリンピック競技大会」の日本
代表選手団卓球監督を務められました。
　富岡さんは1945年東京都生まれで中学校から卓球を
始め、本学卒業後、34歳で卓球専門店「トミオカ」を開
業し、卓球指導をしながら選手としても長く活躍され
てきました。自身も26歳のときに交通事故に遭い下肢
を負傷したものの健常者大会への参戦を続け、国体出
場や全国大会優勝の経験をお持ちです。52歳で障がい
者卓球を知り、以降は障がい者の全日本選手権、世界

選手権にも参戦し、
59歳でアテネパラリ
ンピックに出場され
ました。

【大会実績】
2000年　全日本障害者選手権　
 9クラス優勝
2001年　 アジア・南太平洋フェス

ピック　9クラス優勝
2002年　 世界障害者卓球選手権　
 9クラスベスト8
2004年　 アテネ・パラリンピック
 9クラスベスト8

卒業生の富岡成一さんが
リオパラリンピックの卓球監督に

（2016.10.15）



平成28年度科学研究費助成事業
　科学研究費助成事業（科研費）は、人文・社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり、基礎から応用までのあらゆる
研究を格段に発展させることを目的とする文部科学省・日本学術振興会の研究費であり、専門分野の近い研究者による審査
を経て、独創的・先駆的な研究に対して助成を行うものです。
　平成28年度駒澤大学では、今年度からの新規課題12件、昨年度以前からの継続課題37件、合わせて49件の研究課題が採択
されています。

●採択者一覧 ※GMS学部＝グローバル・メディア・スタディーズ学部

科学研究費による学術研究　～生活に溶け込むタブレット・メディア～
 グローバル・メディア・スタディーズ学部准教授　服部　哲
　科研費の助成を受けて取り組んでいる研究テーマは「生活に溶
け込むタブレット・メディアの構想：障害者・高齢者に学ぶコミ
ュニケーション」です。近年、タブレットやウェアラブル端末の
進歩が著しいものの、その進展は、障害者や高齢者にまで届いて
いるとはいえません。本研究では、聴覚障害や発達障害などのた
め言葉によるコミュニケーションが困難な人たちを支援すること
を目指しています。具体的には、（１）福祉領域での拡大代替コミ
ュニケーション（AAC）活用を調査し、そのノウハウをタブレッ
トに反映する、（２）日常生活でのコミュニケーションで活用可能

なアプリをタブレットで開発する、この２点を目指しています。
　これまで、会話のキーワードを音声認識し、それを字幕のよう
にタブレット端末に表示し、またそのキーワードに応じた写真や
イラストを字幕に合わせて表示することによって、障害児・者が
会話の内容を理解できるようにするアプリを開発しました。アプ
リの可能性は示唆されましたが、解決するべき課題も指摘されま
した。今後は、本アプリを広く利用していただけるように研究開
発を進め、本アプリを公開することによって、研究成果を社会に
還元したいと思います。

研究種目 継続/新規 所属 職  名 氏　　名 研究課題名

基盤研究(B)
継続 仏教学部 教授 石井　公成 古代東アジア諸国の仏教系変格漢文に関する基礎的研究
継続 文学部 教授 佐々木　真 戦争叙述のための博物館の可能性ー歴史の方法の有効性について
継続 法学部 教授 中野　裕二 国内社会の紛争としての移民問題：フランスの市民統合モデルの変化に関する学際的研究

基盤研究(C)

継続 仏教学部 教授 村松　哲文 中国における涅槃図像の変容に関する研究ー敦煌・西安・四川の相関関係ー
新規 文学部 教授 近衞　典子 上田秋成の俳諧研究のための資料整備と基礎的研究
継続 文学部 教授 土井　光祐 データベース構築に基づく明恵関係聞書類の記述的研究
新規 文学部 教授 唐澤　一友 古英語格言詩 Maxims I, II に関する総合的研究
継続 文学部 教授 大城　道則 エジプト王バクエンレンエフのギリシア･ローマ世界への伝播過程に関する研究
新規 文学部 教授 熊本　史雄 「近代史料学」構築のための基礎的研究―地方行政機関の公文書管理規程の収集と分析―
継続 文学部 教授 酒井　清治 東国における初期仏教文化の導入と展開
継続 文学部 准教授 深澤　弘樹 ローカルニュースの現状と役割に関する研究：内容分析と送り手調査から
継続 文学部 教授 松信　ひろみ 世代間関係、ネットワークからみた中年期から高年期への移行と夫婦関係に関する研究
継続 文学部 教授 山田　信行 グローバル化と反システム運動の動向－半周辺社会マレーシアを事例とする調査研究
継続 経済学部 講師 井上　智洋 長期の貨幣政策とデフレ不況
新規 経済学部 准教授 江口　允崇 ゼロ金利下での政府支出は有用か-DSGEモデルを用いた理論分析と日米の実証分析
継続 経済学部 教授 長山　宗広 オープン・イノベーションとメイカーズ革命時代における製造業の日本的創業モデル
新規 経済学部 教授 渡邉　恵一 戦時・戦後復興期の民営鉄道－経営の多様性－
新規 法学部 教授 内海　麻利 日仏の都市計画法制における一般利益と個別利益との関係に関する研究
新規 法学部 教授 原田　啓一郎 地域包括ケアシステムによる高齢者の住まいとケアの保障―地域居住の実現への法的研究
継続 法学部 准教授 山崎　望 ポスト代表制における民主主義の諸問題―代表制、熟議システム、直接民主主義―
継続 経営学部 教授 菅野　佐織 ブランド・リレーションシップの国際比較に関する研究
新規 経営学部 教授 小本　恵照 フランチャイズに関する理論的・実証的研究：ビジネス・モデルからのアプローチ
継続 経営学部 教授 日野　健太 フォロワー視点によるリーダーシップに対する期待・失望のメカニズムの解明
継続 医療健康科学部 教授 嶋田　守男 ハイブリットMRI造影剤創製と動物実験による他の造影剤との性能の基礎的比較検討
継続 GMS学部 教授 川崎　賢一 転換期にあるシンガポールの文化制度：グローバル創造都市の新たな展開
継続 GMS学部 准教授 芝崎　厚士 脱国民国家の思想からオルター国民国家の思想へ　近現代日本のトランスナショナリズム
継続 GMS学部 准教授 朴　正洙 日・米・中・韓・台の消費者行動に及ぼす「消費者エスノセントリズム」の影響と課題
継続 GMS学部 准教授 服部　哲 生活に溶け込むタブレット・メディアの構想：障害者・高齢者に学ぶコミュニケーション
継続 GMS学部 准教授 吉田　尚史 センサデータベースを対象とした即時分析及びタグ自動抽出
継続 総合教育研究部 准教授 小川　順敬 久米島の明治大正期の郷土史および民俗資料の整理と研究
継続 総合教育研究部 教授 小沢　誠 多様体グラフの埋め込み
継続 総合教育研究部 准教授 上田　倫史 総合的な受容・産出語彙の測定テスト開発とその予測値に基づく学習支援システムの構築
継続 総合教育研究部 教授 中村　哲子 アイルランド旅行記・小説・図像のインターアクション―1780年から1864年
新規 総合教育研究部 教授 西村　祐子 伝統的皮革業集団の多文化比較におけるディスコース分析の可能性
継続 総合教育研究部 准教授 三木　望 日本人学習者のライティングのメタ談話標識のエラー分析
継続 総合教育研究部 教授 佐藤　普美子 京派詩人における＜倫理的なもの＞の美学的考察
継続 総合教育研究部 講師 三好　俊介 パリ亡命ロシア文壇の言説空間に関する研究：「亡命文学」概念の生成現場として
継続 総合教育研究部 教授 伊藤　茂樹 非行少年の社会復帰とその支援に関する教育学的研究
新規 GMSラボラトリ 研究員 廣瀬　毅士 「第三の消費文化」パラダイムに基づいた中国消費社会の実証研究

挑戦的萌芽研究
新規 文学部 教授 須山　聡 ネオ内発的発展論に基づく「限界集落」の生存戦略の構築―住民との協働による実践―
継続 文学部 教授 坪井　健 偏見の低減のための教育－ヒューマンライブラリーの効果研究
継続 医療健康科学部 教授 森口　央基 「仮想データ」を用いたMRI撮像の高速化

若手研究(B)

継続 文学部 講師 高山　大毅 江戸中期の「復古」思潮と中国観の変容に関する研究
新規 文学部 准教授 高田　良太 コンスタンティノープルのヴェネツィア人に関する研究
継続 文学部 教授 荒井　浩道 ピアサポート機能に注目した認知症家族会の運営マニュアルの開発と評価に関する研究
継続 文学部 講師 濱田　国佑 日系南米人集住地域における外国人受け入れ意識の変容に関する実証的研究
継続 経営学部 准教授 中野　香織 「符号化変動性仮説」に基づく複数メディアによる相乗効果の検討

研究活動スタート支援 継続 文学部 講師 平子　達也 島根県出雲地域諸方言の研究
特別研究員奨励費 継続 特別研究員 李　子捷 東アジア諸国の仏教における唯識・如来蔵思想史―五世紀から八世紀を中心として―
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　９月17日（土）10時より中
央講堂で学位記授与式を挙行
し、学部生67人が卒業、法科
大学院生１人が修了しました。

9月学位記授与式を挙行 法科大学院9月入学式を挙行
　９月17日（土）13時より中
央講堂で法科大学院の９月入
学式を挙行し、新たな新入生
を迎えました。

KOMAZAWA NEWS
世田谷区立駒沢中学校が大学訪問

東京 2020 オリンピック・パラリンピ
ック競技大会との連携

2016第２回ブックハンティングを実施

経営学部が世田谷区立駒沢小学校の
サマースクールに企画参加

交換留学生の送別会・壮行会を開催

北京大学との学術交流企画講演会開催

開校130周年記念棟「種月館」
５施設の名称が決定

経済学部松本典子准教授が
労務理論学会賞を受賞

　６月29日（水）に世田谷区立駒沢中学校の３年生138人
が、大学体験のために本学の駒沢キャンパスを訪問されま
した。これは中学のキャリア教育の
一環として３年前から始めた取り組
みで、模擬授業やキャリアセミナー、
禅文化歴史博物館・図書館の施設見
学等を体験していただきました。

　本学では、「東京オリンピック・パラリンピック競技大会
組織委員会」と連携協定を締結しており、のぼり旗やポスタ
ーを学内に掲出しています。
　また連携事業の一環として、学生を
対象として行った、SNSにハッシュタグ

「#Tokyo2020学生」をつけて投稿する
キャンペーンを周知しました。

　８月１日（月）、図書館が第２回ブックハンティングを
実施しました。これは学生が書店に出
かけ図書館に所蔵してもらいたい本を
選定する企画です。「みんなで、読み
たい本を探しに行こう！」をテーマに
今回は三省堂書店池袋本店で行われま
した。購入図書は、12月22日（木）ま
で図書館２階で展示します。

　経営学部の５ゼミが、８月26日（金）に世田谷区立駒沢
小学校のサマースクールに企画参加しました。２回目の
参加となった今回は、共通テー
マ「教え、学び、成長へ～実践的
知識の探求～」を掲げ、経営学を
分かりやすく楽しく教え、教え
る難しさを学生自らの学びに活
かすことを目指しました。

　７月９日（土）に「受入交換留学生の送別会・派遣交換留
学生の壮行会」を開催しました。海外から受け入れた交換
留学生と、これから留学する本学学生が参加し、帰国する
４人の外国人留学生が上達した
日本語でスピーチしました。久保
田昌希副学長も出席され、交換留
学生たちを激励しました。

　７月22日（金）に駒沢キャンパスで、本学主催の国際文
化交流講演会「18－19世紀の中国と西洋の間における貿易
品の展開とその影響」を開催しま
した。「駒澤大学と北京大学との
学術交流」（2005年12月締結）に
基づく企画で、北京大学の歴史学
系郭衛東教授をお招きしました。

　５月から６月まで学生・教職員に公募した「種月館」内
５施設の名称が決定しました。１．ルーフテラスは「空の
テラス」、２．多目的ホールは「種月ホール」、３．ラウ
ンジは「ウィステリア」、
４．テラスは「緑の丘テラ
ス」、５．サークル優先ス
ペースは「緑の丘スタジオ
SEED ／ MOON」です。

　経済学部の松本典子准教授が、５
月28日（土）・29日（日）に愛媛大学に
て行われた労務理論学会第26回全国
大会で、「労務理論学会賞（研究奨励
賞）」を受賞しました。受賞作は、「イ
ギリスにおける労働者協同組合の現
状と課題」『労務理論学会誌』第25号

（晃洋書房）です。

北京大学のキャンパス
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第10回学長学業奨励賞が222人に授与されました。
この賞は、前年度の各学科成績上位者若干名を学年ごとに表彰するものです。

＜仏教学部＞
【２年次生】栗木　亮学・丹羽　道海・西川　淳元・奥野　憲昭・

鈴木　昌成

＜仏教学部禅学科＞
【３年次生】青木　隆直・佐藤　俊輝
【４年次生】吉岡　俊明・中野　智教

＜仏教学部仏教学科＞
【３年次生】池本　絵里・矢ノ下　智也・山本　りな
【４年次生】森　有希・工藤　颯太・岩井　明子

＜文学部国文学科＞
【２年次生】森田　花織・小松﨑　彩・土田　めぐみ
【３年次生】髙井　優里・山本　夏未・武田　尚子
【４年次生】石井　明日未・森　晴菜・渡邊　温子

＜文学部英米文学科＞
【２年次生】竹口　隼人・野澤　稚佳奈・山下　宣篤
【３年次生】金井　巧介・渡邉　舞・篠塚　結
【４年次生】大久保　翠・石原　ゆりえ・鳥羽　希美

＜文学部地理学科地域文化研究専攻＞
【２年次生】中村　麻友・建石　涼太
【３年次生】吉岡　啓・大坪　亮太
【４年次生】斉藤　あいみ・矢島　慎也

＜文学部地理学科地域環境研究専攻＞
【２年次生】亀山　史紀・鈴木　悠生
【３年次生】玉城　遼・西脇　圭一郎
【４年次生】石原　功基・田辺　杏樹

＜文学部歴史学科日本史学専攻＞
【２年次生】天野　由香里・小川　遥香
【３年次生】瀬野尾　有香・松永　幸恵
【４年次生】池田　翔太・西野　真悠

＜文学部歴史学科外国史学専攻＞
【２年次生】髙瀨　海人・安藤　彩華
【３年次生】君田　李奈・飯倉　愛美
【４年次生】内田　美香・畑野　梨花

＜文学部歴史学科考古学専攻＞
【２年次生】鈴本　翔哉
【３年次生】秋山　遥
【４年次生】善方　冴映

＜文学部社会学科社会学専攻＞
【２年次生】角田　淳・福富　実輝也
【３年次生】毛　佳偉・鎌田　祐子
【４年次生】上窪　塁・野崎　真由

＜文学部社会学科社会福祉学専攻＞
【２年次生】髙見　佳乃子・米山　由莉
【３年次生】渡邉　萌・吉田　華子
【４年次生】菅谷　弥生・藤村　凌平

＜文学部心理学科＞
【２年次生】乾原　継桃・松村　莉奈
【３年次生】乾原　胡桃・高橋　龍之介
【４年次生】大森　結貴・王　翠

＜経済学部経済学科＞
【２年次生】鄧　霞・宇佐美　奈穂・長田　茉佑子・多田　百合菜・
 松嶋　多寿久・大西　和人・濱﨑　勇斗 

【３年次生】加賀屋　究・下山　菜名・櫻田　誠和・松﨑　由香・
 吉澤　星良・宮下　悠紀・青木　一晃

【４年次生】千羽　敏史・青木　さゆり・青木　大地・津保久　美奈・
 熊谷　真・浅沼　理紗・一倉　理紗

＜経済学部商学科＞
【２年次生】吉岡　沙織・北澤　陸・齋藤　英璃奈・福島　侑紀・
 本間　柾之

【３年次生】畠山　楓・塚本　拓巳・伊藤　駿・土屋　和樹・
 小田　結香

【４年次生】古松　開士・谷口　佑也・川城　大樹・高木　理保・
 水本　藤真

＜経済学部現代応用経済学科＞
【２年次生】尾池　一樹・南　康太・築地　眞由子
【３年次生】村井　宏紀・小宮　美恵・松原　黎
【４年次生】島田　真琴・石井　茜・大黒　愛子

＜法学部法律学科フレックスＡ＞
【２年次生】岡口　悠莉恵・中西　菜月・川田　真央・鈴木　朱里・
 樫根　莉穂・枡田　昌大

【３年次生】髙嶋　里帆・廣瀬　愛実・菅原　陸斗・伊藤　未希・
 佐々木　淳・中島　未礼

【４年次生】渡辺　早苗・草野　夏海・関本　俊・小澤　悠河・
 嘉村　聡士・成沢　莉加

＜法学部法律学科フレックスＢ＞
【２年次生】浅岡　和也・仁藤　光一・佐々木　聖優・井上　瑞穂
【３年次生】板垣　玲祐・下屋敷　大介・堀口　麻美子・
 片栁　拓海

【４年次生】溝呂木　輝・前田　桃子・大倉　里美・塩澤　有希

＜法学部政治学科＞
【２年次生】木村　俊哉・中村　茜・竹田　千尋・柴田　優斗
【３年次生】仲村　裕太・渋谷　明憲・當麻　沙織・目黒　雄貴
【４年次生】真野　斗志樹・中村　成秀・小野寺　悠祐・
 一木　亮祐

＜経営学部経営学科＞
【２年次生】有賀　万海・小池　雄飛・中條　悠・椿本　宗輝・
 林　華鳳・宮崎　雄右・山本　愛梨咲

【３年次生】笠間　あい・若狭　和也・川原　実穂・岡田　浩太・
 本山　純也・石井　美穂・若月　ともみ

【４年次生】吉田　美里・李　美鳳・山口　友香・増田　隆明・
 杉原　和歩・栗原　優花・佐藤　透

＜経営学部市場戦略学科＞
【２年次生】木村　名・宮川　瑞生・竹下　英里・田中　智恵
【３年次生】安斎　奈々・阿部　ひな子・仲橋　祐希・福原　原
【４年次生】佐藤　美玖・藤下　瞬・園田　隼弥・只野　綺花

＜医療健康科学部診療放射線技術科学科＞
【２年次生】安居　虹希・田村　梨奈
【３年次生】齋藤　拓也・新本　悠律子
【４年次生】能重　達匠・石橋　貴徳

＜ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾒﾃﾞｨｱ・ｽﾀﾃﾞｨｰｽﾞ学部ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾒﾃﾞｨｱ学科＞
【２年次生】内山　未理・小野　美晴・田澤　朱璃杏・前德　南穂・
 尾﨑　友美・信田　雄也

【３年次生】川崎　夏帆・梁島　理雄・箱井　彩佳・陳　丹陽・
 中川　翔伍・田中　紋

【４年次生】山本　祐輔・土田　穂里・長谷川　愛・山岡　優美・
 中村　恵梨・小内　悠加

平　成
28年度 学長学業奨励賞受賞者発表
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　７月７日（木）に明治神宮会館で
行われた、「第52回献血運動推進全国
大会（厚生労働省・日本赤十字社・
東京都主催）」で、應援指導部ブルー
ペガサスに所属する藤田千穂さん（政
治４）が「体験発表」を行いました。
　この大会は毎年開催され、皇太子
ご夫妻もご臨席されています。藤田
さんは「応援」と「献血」の共通点
などについて話し、全国から集まっ
た約1500人の関係者の方々から大き
な拍手をいただきました。このたび
の発表は、ブルーペガサスが年２回
キャンパスで実施している献血活動
に貢献していることから依頼を受け
たもので、東京都学生献血推進連盟に
加入する本学の名を皇太子ご夫妻に
お聞きいた
だいた貴重
な機会とな
りました。

　今年度も玉川キャンパスにてスポ
ーツフェスティバルを10月２日（日）
に開催しました。「地域社会との交流」
を大きなテーマとして、午前中のス
ポーツ教室、午後のスポーツ体験会
を中心に、吹奏楽部によるマーチン
グ演奏や相撲部によるちゃんこ鍋試
食会を企画しました。次年度以降も、
スポーツフェスティバルを通じて、体
育会本部に所属する団体の活動や競
技を少しでも多くの方に知ってもら
えればと思います。そして近隣の小
中学校の皆さんや近隣住民の方々の
結びつきをより一層深めていくこと
を体育会本部の目標にするとともに、
参加した小中学生の中で、何年後か
に駒大の学生として活躍するアスリ
ートが誕生
すればとて
も嬉しいで
す。

（体育会本部委員長
　ラグビーフットボール部

経済学部経済学科４年　保坂　章徳）

プログラム
・教場企画　・模擬店
・Koma市　・BINGO大会
・謎解き!!ウォークラリー
・駒澤フレンドパーク　
・お笑いチャンピオンシップ
・駒澤プロジェクト
　（駅伝応援・坐禅会等）
・THEパフォーマンス駒沢
・ミス・ミスター駒澤コンテスト
・人気声優によるトークショー
・アーティストライブ

ブルーペガサスの
 　　　　藤田千穂さんが
　　　　　　　　　　献血体験を発表

スポーツ
フェスティバル開催

ホームぺージ
http://www.komazawa-autumn2016.com/

Twitter
https://twitter.com/koma_autumnfes

大学祭
オータムフェスティバル

2016
　今年は、10月29日（土）・30日（日）に、
駒沢キャンパスで大学祭「オータムフ
ェスティバル」を開催します。ゼミや
サークル、学生有志によるさまざま
なイベントを企画します。

サークル訪問　147回

147

Circle
Report

活だけど厳しす
ぎ る こ と も な
く、和気あいあ
いとしていて、
１年生から４年
生まで仲良く楽
しめるような雰
囲気です。そし
て、部活として
の環境がある程
度整備されているので、初心者が入っても十分上達するこ
とができます」と笑顔で語ってくれました。
　昨年行われた大会では、部の成績は本選止まりという結
果。今年は「一人でも多く決選まで残る」という目標を掲
げているそうです。
　競技スキー経験者はもちろんのこと、あまりやったことが
ないという初心者の方や、やりがいのある活動をしたいと
いう方は、ぜひ一度見学に行ってみてはいかがでしょうか。

（学生記者　駒大スポーツ所属
　文学部国文学科２年　齋藤　綾乃）

　これからの季節楽しめるのは、ウインタースポーツ。今
回のサークル訪問では、一般スキー部をご紹介します。
　現在の所属人数は男子16人、女子８人の計24人。入部す
るほとんどの人が、初心者だといいます。主な活動は、週
に１回のミーティング。そして今年は、初めての夏合宿も
実施したそうです。12月からは３月にある個人戦の大会に
向けて、月に一度長野県で合宿を行っており、その他、他
大学との交流会にも積極的に参加しています。このように
近年は、上下の仲をもっと深めるために、様々な活動を試
みているそうです。
　スキーといえば冬の競技。夏は、トレーニング内容や活
動場所に困ることもありますが、それでも一年中精力的に
活動しています。「他の大学の人たちとも仲良くなれたり、

OB・OGの方が協力
してくれたりと、人
脈が広がるというこ
とも一つのやりがい
ですね」と語ってく
れたのは主将の渡邊
さん。また、この部
の魅力を聞くと「部

一般スキー部

公式Twitter：https://twitter.com/komazawaski

（2016.10.15）



体育会
●アメリカンフットボール部
¡2016年度秋季リーグ戦／～12月3日（土）／アミ
ノバイタルフィールド、富士通スタジアム川崎
●サッカー部
¡第90回関東大学サッカーリーグ戦（後期）／～
11月13日（日）／味の素フィールド西が丘　他
●射撃部
¡秋季首都十大学定期戦／ 11月下旬／神奈川
県立伊勢原射撃場

●少林寺拳法部
¡少林寺拳法全日本学生大会／ 11月6日（日）／
日本武道館
●バスケットボール部
¡第92回関東大学バスケットボールリーグ戦／～
11月9日（水）／国立代々木競技場第二体育館

●男子バレーボール部
¡2016年度秋季関東大学バレーボールリーグ
戦／～10月29日（土）／駒澤大学玉川キャンパ
ス　他
●ボウリング部
¡第55回関東学生秋季レギュラーリーグ戦／～
10月30日（日）／高尾スターレーン、マルアイボウ
リングほか
●ラグビーフットボール部
¡2016年　関東大学リーグ戦4部／～11月20日
（日）／駒澤大学玉川キャンパス　他
●陸上競技部
¡秩父宮賜杯 第48回全日本大学駅伝対校選手
権大会／ 11月6日（日）／熱田神宮西門前～伊

勢神宮内宮宇治橋前
¡第93回箱根駅伝（東京箱根間往復大学駅伝競
走）／ 1月2日（月）・3日（火）／
　1月2日（往路）：大手町　読売新聞社前～箱根
町　芦ノ湖駐車場入口

　1月3日（復路）：箱根町　芦ノ湖駐車場入口～大
手町　読売新聞社前
●ボクシング部
¡全日本選手権大会／ 11月16日（水）～ 20日
（日）／愛媛県松前公園体育館
●硬式野球部
¡平成28年度東都大学野球秋季リーグ戦／～10
月26日（水）／上尾市民球場ほか
●チアリーディング部BLUE JAYS
¡第28回全日本学生選手権大会／ 12月10日
（土）・11日（日）／国立代々木競技場　第1体育
館
●男子ラクロス部
¡第29回関東学生ラクロスリーグ　VS帝京大
学／ 10月22日（土）／大井ふ頭中央海浜公園　
第二球技場

¡新人戦ウィンターステージ／12月4日（日）～17日
（土）／フクダ電子スクエア、江戸川区臨海球技
場
●應援指導部ブルーぺガサス
¡第十二回天馬祭／ 12月10日（土）／記念講堂
文化部
●合唱団
¡駒澤大学合唱団第53回定期演奏会／ 12月27
日（火）／川口総合文化センター・リリア　音楽

ホール
●ギタークラブ
¡ウィンターコンサート／ 12月11日（日）／記念講
堂

●ギターマンドリン倶楽部
¡第46回定期演奏会／ 12月2日（金）／川口総合
文化センター・リリア　音楽ホール

●吹奏楽部
¡駒澤大学吹奏楽部演奏会 in 上田／ 11月26日
（土）／上田市サントミューゼ
¡第52回定期演奏会／ 12月18日（日）／記念講
堂

●落語くらぶ
¡駒大寄席／ 12月／未定
任意団体
●管弦楽団
¡駒澤大学管弦楽団第39回定期演奏会／ 11月
12日（土）／日経ホール

●駒澤お笑い集団ナイフとフォーク
¡第6回日東駒専合同ライブ「中学歴芸人の猛
攻」／ 11月19日（土）／中野Studio twl

ボクシング部

　鬼倉龍大選手（経済４）が、５月14日
（土）～７月９日（土）に開催された「第
69回関東大学ボクシングリーグ戦・１
部」でリーグ戦５試合全てに勝利し、ミ
ドル級の「階級賞」を受賞しました（チ
ームはリーグ戦５位）。また鬼倉選手
は10月２日（日）～９日（日）にタイ王
国のチェンマイで開催された「第７回
世界大学ボクシン
グ選手権大会」の
ミドル級日本代表
選手に選出され、
日本代表コーチと
して同部の小山田
裕二監督が就任し
ました。

空手道部

　６月25日（土）に開催された「内閣総
理大臣杯第59回全国空手道選手権大
会」で、男子団体形優勝、女子団体形優
勝、男子団体
組手優勝、女
子団体組手準
優勝という素
晴らしい成績

をおさめました。また同大会で大学団
体戦総合優勝を果たし、文部科学大臣
杯も受賞しました。

卓球部

　７月上旬に
開催された「第
86回全日本大
学総合卓球選
手権大会・団
体の部」で第８
位に入賞、来年
度の出場権を
獲得しました。また、９月に行われた
秋季関東学生卓球リーグ戦（２部）で
は、２部優勝、来春１部昇格が決定しま
した。個人では、玉置怜央選手（経営
１）が、８月21日（日）～ 25日（木）に大
韓民国の忠清南道で開催された「2016
日本・韓国大学生卓球交流戦」に日本
代表選手として出場しました。

体育会本部／文化部

　７月23日（土）に玉川キャンパスと
周辺の清掃を実施しました。これは体
育会団体が日頃の感謝を込めて清掃し
たいと大学に発案したことがきっかけ
で、2011年から行っています。今回は

今年度２回
目となる文
化部団体も
参加した合
同清掃で、
キャンパス
内の草取りと周辺のゴミ収集を行いま
した。玉川キャンパスを利用する全て
の団体が参加しており、クラブやサー
クルの垣根を越えた交流の場にもなっ
ています。

ゴルフ部

　篠﨑嘉音選手
（法律１）が、「第
64回関東学生ゴル
フ選手権」で24位
タイとなり、８月
23日（火）～ 26日

（金）に開催され
た「第70回日本学
生ゴルフ選手権」へ出場しました。
　また、加賀夏実選手（社会１）が、「第
54回関東女子学生ゴルフ選手権」で７
位となり、８月24日（水）～ 26日（金）
に開催された「第53回日本女子学生ゴ
ルフ選手権」へ出場しました。

サークルの活動報告

声援歓迎

サークルの活動予定 頑張れ駒澤大学！！　皆さまのご声援をお待ちしています。

駒澤大学ホームページ
https://www.komazawa-u.ac.jp/
Facebook komazawa.university
Twitter @komazawa_univer
YouTube komazawauniv

 こちらにもアクセスしてください！

（2016.10.15）



活躍する卒業生

るから」と言われ、それが今の奥さん
との出会いになりました。

仕事は営業一筋でした。お客様と直
接面談し、希望に沿って製造します。
その場でサンプル作成することや海外
でプレゼンすることもありました。自
分が携わった企業の新商品が店頭に並
ぶこともあり、その緊張感、期待感、
達成感は営業の醍醐味ですね。

逆に大失敗もあります。新人の頃、
打ち合わせが不十分で、製造したもの
が丸々不合格になってしまったんです。
損害額は私の初任給の２倍。それ以来、
細心の注意を払うようになりました。
---ベトナムに赴任したきっかけは？

2013年にホーチミンへの進出が決
まり、工場立ち上げを任ぜられまし
た。世の中は円高基調が続き、各メー
カーの海外進出が本格化していました。
元々頻繁に海外出張していたことに加
え、浜田なら慣れない飯も平気だろう
し、ベトナム顔だからという理由で
切符を渡されたんだと思います（笑）。
まあ会社としては、バイタリティーが
ある人物を選んだということでしょう
か。

会社設立にあたり、現地で他社のデ
スクを間借りさせてもらい、毎日のよ
うにベトナムの習慣から経済までレク
チャーを受けました。温かな助けに恵
まれたことに、今も感謝しています。

現在は約90人のベトナム人とともに
働いています。彼らは他に好条件が見
つかると辞めていきますし、楽に稼ぎ
たい若者も多いため、労務問題に苦心
しています。各人のスキル表を作って
根気強く説明したり、社のビジョンや
本人への期待度を具体的に伝えるよう
にしていますね。

休日のリフレッシュ法は、ゴルフと
食巡り。ホーチミンのレストラン数は
世界一かというくらい多いですよ。
---大学駅伝には今も応援に駆けつけて
いると伺いました。

大学三大駅伝は、出雲・全日本・箱
根ですが、実は出雲駅伝での各大学の

段ボールのトップメーカーに勤め、
ベトナム工場を立ち上げた浜田さんに、
赴任先のホーチミンからインタビュー
に答えていただきました。

　＊　　＊　　＊　　＊　　＊
---どのような学生生活でしたか。

当時、社会主義のソ連は破綻寸前、
中東ではイラン・イラク紛争、インド
ではガンジー首相の暗殺など、世界情
勢は混沌としていました。高校の授業
が追いつかないほど早い世界の動きに
関心を持ち、政治学科に進学しました。

大学では應援指導部ブルーペガサス
に入り、学生生活は応援一色。駒大野
球部は黄金期でした。所属した小堀訓
男ゼミ（※）では中東地域を研究し、
ゼミ発表と神宮での試合が重なったと
きは、一睡もしないまま応援して3回
くらい気を失いかけました（笑）。
---なぜ今の会社に就職したのですか。

セッツカートンの前身はセッツ株式
会社（1999年レンゴーと合併後社名変
更）といって一部上場の紙・段ボール
産業界では当時無借金の優良企業でし
た。紙産業は一見地味ですが、文化の
バロメーターとも言われ、興味があっ
たんです。今となっては笑い話ですが、
内定後「浜田くんの故郷に近いかわい
い子がいて、総務が責任もって紹介す

応援合戦の仕掛け人は私なんです。今
から20年前、私の故郷に近い出雲でも、
箱根並みの大学応援ができたらという
思いがあり、大会関係者の方や同窓会・
OBなどに働きかけ、最初は神奈川大
学と駒大２校で始まりました。出雲で
駒大が異常に人気があるのは、これに
端を発しています。現役のブルーペガ
サス部員ともよく話をしますが、世代
を超えて同じ「母校愛」を共有してい
ると感じています。私にとって自慢の
息子・娘たちです。
---学生にアドバイスをお願いします。

同じ意志を持って集まった仲間でも
考え方は違います。組織をまとめあげ
るのは非常に大変なことです。社会人
になってもこの問題はついて回ります。
時には相手の話を聞き、時には自ら火
の中に飛び込むことも必要です。

私は48歳での海外赴任でしたが、も
う少し若い頃に経験しておけば良かっ
たと思います。海外にいると、日本の
若手社員は会社ルールに縛られ個人の
魅力が失われている気がします。海外
勤務希望を募っていたら是非手を挙げ
たらいかがでしょうか。就職面接でも
海外勤務を積極的にアピールしてほし
いですし、いっそ海外で就職する手も
ありますよ。私も、今後の夢であるミャ
ンマー工場稼働に向け、奮闘していき
ます。

SETTSU CARTON VIETNAM CORPORATION 副社長　浜
はま

田
だ

　昭
あき

彦
ひこ

さん

鳥取県出身。1987年法学部政治学科卒業。
在学時に應援指導部第９代代表を務めた。セ
ッツ株式会社（現セッツカートン株式会社）
入社。2013年10月にベトナムに転勤し、翌
月S E T T S U  C A R T O N  V I E T N A M 
CORPORATION設立。翌年10月より工場
稼働。現DEPUTY GENERAL DIRECTOR
（副社長）。

※：本学名誉教授。専門は国際政治学。

セッツカートンベトナム
http://www.settsucarton.co.jp/

『若い人にこそ、海外で仕事をしてほしい』

「活躍する卒業生」はWEBでもご覧いただけます！
PRサイト  駒大プラス 　　に本紙でご紹介できなかった内容を加え掲載しています。

（2016.10.15）
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